




１ は じ め に
中央教育審議会答申「新しい時代を拓く心を育てるために―次世代を育て


































































上記著作の他に『新撰 曽我往来』(文政 6 年，1823刊)，『甲申新版 英将義家
往来』(同年刊)，『弓勢 為朝往来』(同年刊)，『甲申新版 義経勇壮往来』(同
年刊)，『甲申新版 楠三代往来』(同年刊)，『甲申新版 栄達足利往来』(同年





















































江戸後期になると『絵入 皇朝三字経』(鷦鷯斎春水著，嘉永 6 年，1853
刊)，『皇国三字史』(生方鼎斎著，安政 3 年，1856刊)，『本朝三字経』(大橋
































































































































































































































Self-Help,with Illustration of Character and Conduct（1859年刊）を中村正直































































えば『勧孝邇言』(全 1 冊，上羽勝衛著，明治 6 年刊)，『近世孝子伝』(全 1

































本書に例話の主体として挙げられた「先人」は表 1 の通りである．( ）内
は本書に示された徳目名である．なお，国定教科書（第 1期〜第 5 期）にも登
場する人物名に傍線を施した．またその徳目，例話の内容が近似しているもの
は（ ）部に傍線を施しておいた．
ここには全 213名の人物が取り上げられており，古代 52 人(24.4％)，中世
道徳教育における 「先人の伝記」 型教材の系譜からみた教育的効用について
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（第 1〜第 5 期)に登場する人物と同一であるのが 20名（9.4％)，徳目・例話の































































































ここには全 22名の人物が取り上げられており，古代 1 人（4.5％)，中世 0
人，近世 8人（36.4％)，近現代 0 人，外国 13 人（59.1％)という構成である．
外国人の例話の割合が最も多く，時代別では近世の割合が一番高い．外国人に
おいては 7 割以上欧米人が占めているのが特徴である．後の国定教科書（第















































先人つまり「内外古今人士」は表 3 の通りである．( ）内，傍線部は前記と
同じ．
ここには全 76名の人物が取り上げられており，古代 6 人（7.9％)，中世 8







明治 23 年（1890）10 月，教育勅語が煥発され，修身科は教育勅語の趣旨に





































































ここには全 45 名の人物が取り上げられており，古代 4人（8.9％)，中世 19

























登 場 人 物 と 徳 目
時 代
(国)
次に『新編 修身教典』(尋常小学校用全 4 冊・高等小学校用全 4 冊，普及









ここには全 29 名の人物が取り上げられており，古代 6 人 (20.7％)，中世 8
人 (27.6％)，近世 14人 (48.3％)，近現代 1 人 (3.4％)，外国 0 人という構成
である．時代別で見ると近世の人物が約半数を占めているのが特徴である．後
の国定教科書に登場する人物と同一であるのが 15 名 (51.7％) である．徳目・

















表５ 『新編 修身教典』(明治 33年)の時代・国別登場人物（徳目）



















































































第 1期から第 5 期までに全 161名の人物が取り上げられており，古代 14人
（8.7％)，中世 15人（9.3％)，近世 71 人（44.1％)，近現代 48人（29.8％)，外
国 13 人（8.1％）という構成である．時代別で見ると近世の人物が 44.1％と最
も高い割合を示している．国定教科書以前の教科書と比較して特徴的なのは，
近現代の人物が多く採用されていることである．その傾向は，第 1期 3 人→第
2期 11 人→第 3期 15人→第 4 期 19人→第 5 期 27人というように改訂される
ごとに採用人数が増えている．一方外国人は孔子と藺相如を除いてすべて欧米
人である．第 1期 10 人，第 2期 5人，第 3期 5人，第 4 期 6 人，第 5 期 1 人























































































































主に平田諭治の『教育勅語国際関係史』(風間書房，平成 9 年，522 頁）に
拠って以下紹介してみたい．
前記「検定教科書」期の修身教科書の事例として取り上げた『小学修身訓』
(明治 25 年刊）の著者・末松謙澄（1855-1920）は渡英して，1905 年（明治
38）2 月イギリスの有力総合誌『ナインティーンス・センチュリー・アンド・
アフター』において「日本の道徳教育」(Moral Teaching in Japan）という論
道徳教育における 「先人の伝記」 型教材の系譜からみた教育的効用について
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説を発表している．その翌 3 月には末松はロンドン芸術協会（Society of
Arts）の第 13回例会で「日本の倫理」(The Ethics of Japan）と題する演説を
行い，それについて例会の議長を務めていたフリーマン・ミットフォード












Delivered in the University of London）が 1909年（明治 42）5月にロンドンの
ジョン・マレー社から英文で出版された．これはイギリスにおいて大きな反響
を呼び，数多くの新聞雑誌が本書を取り上げて論評した．この論評の邦訳が菊
池の著書『新日本』(冨山房，明治 43 年，134 頁）に収録されている．収録
（17〜134頁）されている論評誌は，以下の 27誌である．
『ウエストミンスター・ガゼット』(1909 年 5 月 29 日)，『タイムス』
(1909年 6 月 3 日)，『モーニング・ポスト』(1909年 6 月 4日)，『イーヴ
ニング・スタンダード』(1909年 6 月 5日)，『オブザーヴァー』(1909年
6 月 13 日)，『グローブ』(1909 年 6 月 16 日)，『デイリー・クロニクル』
(1909 年 6 月 22 日)，『デイリー・ニュース』(1909 年 6 月 23 日)，『エ
デュケーショナル・タイムス』(1909年 7月 1日)，『サタデー・ウェスト
ミンスター・ガゼット』(1909 年 7 月 10 日)，『デイリー・テリグラフ』
(1909 年 7 月 21 日)，『アイリッシュ・タイムス』(1909 年 7 月 23 日)，
『ニューカッスル・クロニクル』(1909年 7月 23 日)，『リバプール・ポス
ト』(1909 年 7 月 28 日)，『スクールマスター』(1909 年 8 月 2 日，1909
皇学館大学教育学部研究報告集 第３号
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年 8月 14日)，『マンチェスター・ガーデァン』(1909年 8月 6 日)，『サ
タデー・レビュー』(1909 年 8 月 7 日)，『パブリッシャース・サーキュ
ラー』(1909年 8月 14日)，『ジャパン・デーリー・ヘラルド』(1909年 8
月 11 日)，『ジャパン・デーリー・メール』(1909年 8月 19日)，『エデュ
ケーション』(1909年 8月20日)，『ウォー・オフィス・タイムス』(1909年
8月)，『リテラリー・ガイド』(1909年 8月)，『リバプール・クーリャー』
(1909 年 9 月 3 日)，『ガーデアン』(1909 年 9 月 8 日)，『ペルメル・ガ





1908 年（明治 41)，第１回国際道徳教育会議（First International Moral
Education Congress）が国際倫理協会連合（International Union of Ethical
Societis）主催によってロンドン大学で開催された．世界初の道徳教育の国際
会議である．21カ国の政府及び 22 の大学，52 の教育当局，118の各種団体，
計 192 に上る政府・団体，1800 人が参加し，4日間にわたって盛大に挙行され
た．これに日本からは北条時敬（広島高等師範学校長）が出席し，｢日本諸学
校の徳育」(An Address on Morals as Taught in Japanese Schools）と題する演
説を行っている．会場には教育勅語や修身教科書などが陳列され，各国代表か
らこれを買い受けたいという希望が殺到し，｢大に喝采を博せり」と後に北条




































４ ま と め































































『道 徳 読 本』(THE BOOK OF VIRTUES: A Treasury of Great Moral
Stories）
48）















































































































































































22）景岳会編『橋本景岳全集 下巻』(畝傍書房，昭和 18 年）1558 頁．｢先生
の逸事」として「付録」の中に記されている．
23）山口県教育会編『吉田松陰全集 第 8巻』(岩波書店，昭和 14年）340頁．

























33）乙竹前掲書，991 頁．同書によれば，｢読書」の教科書として 3065 校中
126 校（順位 20位 /652）が『日本外史』を使用していたとある．
34）Ｗ・Ｅグリフィス『ミカド 日本の内なる力』(岩波文庫，平成 7 年）59
頁．
35）森田前掲書，541頁．






























48）William J. Bennet, THE BOOK OF VIRTUES: A Treasury of Great Moral






51）RalphWald Emerson, Representaive Man (NewYork, General Books,2009,
166p)．R･W･エマソン『エマソンの「偉人論」―天才たちの感化力で，人
生が輝く』幸福の科学出版，平成 21 年）280頁．
道徳教育における 「先人の伝記」 型教材の系譜からみた教育的効用について
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